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 毎
年
、
岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭

り
だ
け
が
大
新
聞
の
見
出
し
を

飾
り
、
阪
南
市
の
や
ぐ
ら
祭
り

は
片
隅
に
も
載
ら
な
い
。
何
と

も
口
惜
し
い
、
淋
し
い
。
二
輪

の
地
車
と
い
う
の
は
、
全
国
的

に
も
稀
で
あ
る
。
そ
れ
が
十
月

の
第
二
日
曜
日
の
宮
入
り
の
と

き
、
一
グ
ル
ー
プ
三
～
四
台
（
四

台
以
上
の
時
は
三
台
以
外
は
交

代
で
待
機
）
が
、
先
ず
馬
場
先

（
参
道
前
の
広
場
）
で
走
っ
て

周
回
す
る
あ
の
熱
気
（
他
市
町

の
や
ぐ
ら
は
め
っ
た
に
走
ら
な

い
）
。
そ
し
て
最
後
に
、
一
台

ず
つ
拝
殿
前
の
七
段
の
石
段
を

観
客
の
目
前
で
駆
け
上
が
る
。

石
段
を
に
ら
ん
で
観
客
も
曳
き

手
も
息
を
詰
め
て
待
つ
緊
張
の

ひ
と
と
き
、
出
発
の
合
図
の
団

扇
が
下
ろ
さ
れ
る
や
否
や
一
気

に
階
段
を
駆
け
上
が
る
。
ど
よ

め
き
と
歓
声
と
拍
手
の
嵐
。
太

鼓
の
音
が
一
段
と
響
き
渡
る
。

年
に
一
度
の
祭
り
の
最
大
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
の
一
瞬
で
あ
る
。
岸

和
田
だ
ん
じ
り
の
一
番
の
難
所

「
小
門
」
前
で
の
や
り
回
し
に

勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
大
迫
力
。 

広
い
日
本
で
も
こ
の
よ
う

に
「
見
る
人
と
見
ら
れ
る
人
が

一
体
と
な
っ
た
祭
り
」
は
そ
う

多
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
世
界
に

誇
る
に
足
り
る
こ
の
祭
り
を
大

阪
の
片
田
舎
に
眠
ら
せ
て
お
く

の
は
、
あ
ま
り
に
も
勿
体
な
い
。

「
阪
南
市
の
や
ぐ
ら
祭
り
を
、

そ
し
て
阪
南
市
を
全
国
に
売
り

出
す
」
こ
の
錦
の
御
旗
を
掲
げ

て
、
微
力
な
が
ら
私
も
そ
の
実

現
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
。
以

下
、
具
体
策
を
揚
げ
る
。 

 
 

 
 

● 

箱
作
東
と
西
二
台
の
や
ぐ

ら
も
、
加
茂
・
菅
原
両
社
と
波

太
神
社
の
神
が
縁
を
結
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
二
日
に
わ
た
り
二
社

に
宮
入
り
し
て
頂
く
。
そ
れ
に

よ
り
全
や
ぐ
ら
が
波
太
神
社
で

一
堂
に
会
す
る
こ
と
に
な
り
、

一
段
と
盛
大
に
な
る
。 

 
 

 
 

● 

山
中
渓
駅
舎
に
総
ガ
ラ
ス

張
り
の
古
や
ぐ
ら
展
示
場
を
造

る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

● 

阪
南
市
の
祭
礼
日
を
、
近

隣
市
町
の
そ
れ
と
約
二
週
間
ず

ら
し
、
見
物
客
及
び
他
所
か
ら

の
曳
き
手
が
よ
り
波
太
神
社
の

宮
入
に
参
加
し
や
す
く
す
る
。

曳
き
手
を
倍
増
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
一
段
と
迫
力
あ
る
曳
行
を
披
露

で
き
、
そ
れ
が
ま
た
見
物
客
を
増

大
さ
せ
る
と
い
う
相
乗
効
果
が
期

待
で
き
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

● 

「
や
ぐ
ら
保
存
会
」
の
名
称

を
前
向
き
で
夢
の
あ
る
名
称
に
変

更
す
る
。 

 
 

 
 

 

名
称
例 

 
 

 
 

 

「
や
ぐ
ら
栄
光
（
曳
行
）
会
」 

 

「
や
ぐ
ら
維
新
の
会
」
な
ど 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

以
上
の
事
に
も
ま
し
て
大
切
な
こ

と
は
、
私
達
一
人
一
人
が
、
市
内

外
の
親
戚
・
知
人
・
友
人
た
ち
に

口
コ
ミ
で
や
ぐ
ら
祭
り
の
素
晴
ら

し
さ
を
喧
伝
し
、
先
ず
一
人
を
波

太
神
社
の
祭
礼
に
お
連
れ
す
る
こ

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

よ

り
素
晴
ら
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
あ

れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

（
寄
稿
者
連
絡
先 

阪
南
市
山
中
渓

二
一
三

☎
〇
七
二
‐四
七
二
‐〇
七
〇
九
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本作品は人間の中に潜む人間性を主題とした物語

である。                     高橋 勇 

船
の
中
で
は
毎
日
A4
四
ペ
ー
ジ
の

「
船
内
新
聞
」
が
発
行
さ
れ
、
そ
れ
を

見
て
行
動
計
画
を
立
て
る
。
朝
六
時
～

三0

分
の
「
太
極
拳
ス
ク
ー
ル
」
、
六

時
三0

分
～
四
五
分
「
ラ
ジ
オ
体
操
」。

「
朝
食
」
七
時
二0

分
～
五0

分
「
朝

の
健
康
サ
ル
サ
」、
八
時
～
三0

分
「
ス

ト
レ
ッ
チ
＆
ス
ク
ワ
ッ
ト
」
で
一
日
が

始
ま
る
。
ラ
ジ
オ
体
操
の
担
当
者
が
若

い
女
性
で
第
二
体
操
を
知
ら
な
い
の

で
、
ど
な
た
か
先
生
に
な
っ
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か
と
言
わ
れ
た
が
、
三
日
位

経
っ
て
も
誰
も
名
乗
り
を
上
げ
な
い
の

で
見
る
に
見
か
ね
て
手
を
挙
げ
て
し
ま

っ
た
ら
、
次
の
日
か
ら
新
聞
に
、
私
が

責
任
者
に
な
っ
て
い
た
。
お
陰
で
船
内

に
居
酒
屋
も
バ
ー
も
あ
る
の
に
ほ
と
ん

ど
行
か
ず
、
早
寝
早
起
き
を
実
践
し
た
。

西
鳥
取
に
入
る
と
道
幅
も
広
げ
ら

れ
、
家
も
建
て
替
え
ら
れ
て
往
時
を
偲

ぶ
町
並
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
僅
か
に
曲

り
く
ね
っ
た
道
が
街
道
の
形
を
残
し
て

お
り
、
お
菊
で
知
ら
れ
た
法
福
寺
や
こ

の
付
近
で
は
ひ
と
き
わ
大
き
い
、
西
鳥

取
観
音
堂
が
あ
り
ま
す
。
南
海
線
を
越

え
、
貝
掛
団
地
前
で
国
道
を
横
切
り
貝

フィリップ・K・ディックの小説が本棚に残って

いる。私にとって捨てられない一冊で読み返した

い、自自分分がが残残そそううとと選選んんだだ本本である。原作邦題『ア

ンドロイドは電気羊の夢を見るか？』を映画化し

たのがリドリー・スコット監督の「ブレードラン

ナー」である。人間の中に潜む人間性とは何か？

機械と人間の間に生まれてくるのは対立か？アン

ドロイドとは人間に疎外された存在であるのか？

－２－ 

毎
日
、
乗
船
客
八
五
〇
人
の
内
三
〇
〇

人
位
の
人
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

又
、
ベ
ト
ナ
ム
・
ダ
ナ
ン
（
七
月
二
六

日
）
～
ス
リ
ラ
ン
カ
・
コ
ロ
ン
ボ
（
八

月
二
日
）
ま
で
、
福
島
子
ど
も
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
南
相
馬
ユ
ー
ス
の
震
災
で
放

射
能
漏
れ
の
た
め
、
屋
外
で
運
動
が
出

来
な
い
中
学
生
四
九
人
が
招
待
さ
れ

乗
船
し
、
八
月
一
日
に
送
別
会
が
開
催

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
聞
き
、
事
務
局

に
阪
南
混
成
合
唱
団
で
歌
っ
た
阪
神

淡
路
大
震
災
の
後
に
作
詞
作
曲
さ
れ

た
「
し
あ
わ
せ
運
べ
る
よ
う
に
」
の
福

島
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
譜
面
を
持
っ
て
来

て
い
た
の
で
、
皆
で
歌
っ
て
は
ど
う
か

と
提
案
。
船
内
で
も
「
オ
セ
ア
ニ
ッ
ク

混
成
合
唱
団
」
団
長
に
さ
れ
て
し
ま

う
。
団
員
募
集
す
る
と
約
百
人
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
う
ま
い
具
合
に
通

訳
で
ア
メ
リ
カ
の
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー

ル
で
コ
ー
ラ
ス
指
導
や
オ
ラ
ン
ダ
の

映
画
音
楽
の
作
曲
も
し
て
い
た
エ
リ

カ
さ
ん
（
日
本
人
・
超
美
人
）
が
電
子

ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
指
導
し
て
く
れ
、

「
ふ
る
さ
と
」
や
「
上
を
向
い
て
歩
こ

う
」
で
声
出
し
、
練
習
日
が
一
週
間
程

し
か
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
一
時

間
程
猛
特
訓
。
南
相
馬
の
中
学
生
と
も

交
流
し
、
会
場
で
歌
を
聞
い
て
、
泣
い

て
く
れ
る
人
も
多
数
い
て
大
成
功
。
そ

の
後
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
増
や
し
て

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
毎
に
コ
ン

サ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
お
陰
で
、
下
船

の
時
に
は
「
元
気
に
家
に
帰
れ
ま
す
」

「
帰
っ
て
も
ラ
ジ
オ
体
操
を
続
け
ま

す
」「
コ
ー
ラ
ス
も
続
け
た
い
」
と
沢

山
の
人
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ 

き
ま
し
た
。 

 
 

 
 

斎
藤 
勝
弘 

掛
に
入
る
。
小
高
い
丘
を
登
っ
て
、

集
落
の
ほ
ぼ
真
中
を
カ
ー
ブ
し
な
が

ら
貝
掛
住
民
セ
ン
タ
ー
横
を
通
る
。

こ
の
地
点
「
孝
子
越
街
道
」
の
里
程

標
が
あ
り
ま
す
。
道
幅
も
狭
く
、
町

並
や
和
泉
石
で
積
ま
れ
た
石
垣
に
昔

の
風
情
を
残
し
て
い
ま
す
。
指
出
森

神
社
横
で
国
道
に
合
流
、
南
海
箱
作

駅
横
か
ら
国
道
と
分
か
れ
、
鯉
が
泳
い

で
い
る
茶
屋
川
を
渡
り
、
賀
茂
神
社
横

を
通
る
。
こ
の
辺
り
の
海
岸
は
、
「
土

佐
日
記
」
に
も
書
か
れ
、
「
箱
の
浦
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
更
に
進
み
、
ま

た
国
道
と
合
流
す
る
。
こ
の
地
点
山
側

に
は
、
電
蔵
寺
（
台
湾
の
真
仏
宗
が
建

立
）
が
見
え
ま
す
。 

寺
田 

雄
揮 

「地球一周の船旅」106 日間体験記(３) 

    

 

浜（孝子越）街道を歩いてみる 

その２ 西鳥取～箱作地区 

 

《ご存知ですか》  映画監督 リドリー・スコットとその魅力 



 

 

江
戸
時
代
初
期
、
大
昔
に
伝
来
し

た
暦
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

日
に
ち
の
ず
れ
が
著
し
く
、
日
食
や

月
食
の
日
時
を
当
て
る
こ
と
は
で
き

な
い
な
ど
、
色
々
と
差
し
さ
わ
り
が

生
じ
て
い
ま
し
た
、
西
洋
天
文
学
の

知
識
に
日
本
の
地
理
条
件
を
取
り
入

れ
、
正
確
な
暦
を
作
り
上
げ
た
の
が
、

渋
川
春
海
（
本
名 

安
井
算
哲
）
で

す
。 そ

の
こ
ろ
江
戸
で
は
、
神
社
に
奉

納
す
る
絵
馬
に
算
術
の
問
題
を
掲

げ
、
そ
の
答
を
一
般
に
求
め
、
正
解

五
年
前
の
秋
、
母
の
法
事
の
後
、

ふ
と
思
い
つ
い
て
鹿
児
島
の
知
覧
特

攻
平
和
記
念
館
を
訪
ね
た
。
桜
並
木

の
奥
の
静
か
な
佇
ま
い
の
会
館
に
入

っ
て
す
ぐ
右
手
に
、
千
三
十
六
柱
の

隊
員
の
遺
影
と
遺
書
等
が
展
示
さ
れ

て
い
た
。
そ
れ
を
一
つ
一
つ
眺
め
な

が
ら
私
は
ふ
と
、
遺
書
等
の
展
示
台

の
前
で
、
次
々
と
遺
書
に
目
を
通
し

な
が
ら
流
れ
る
涙
を
拭
い
も
せ
ず
に

佇
む
若
い
女
性
に
目
を
奪
わ
れ
た
。 

「
永
遠
の
０
」
は
、
四
年
連
続
司
法

試
験
に
お
ち
て
、
人
生
の
目
標
を
失

い
か
け
た
二
十
六
歳
の
青
年
と
そ
の 

《児童書》 『 おばあちゃんのすてきなおくりもの 』 1990年 

カーラ・スティーブンズ〳著 掛川 恭子〳訳 のら書店 Ｋ933 ｽﾃ  

 雪の野原に住む仲良しの子どもたち、ハツカネ

ズミ・トガリネズミ・モグラは、近所で一人暮ら

しのハタネズミおばあちゃんが大好き。三びきは

病気がちのおばあちゃんにスープを届けたり、ま

きを割ったり、温かい布団を作ってプレゼントし

たり ‥ おばあちゃんはいつも優しくて、たくさ

んのおはなしを聞かせてくれます。ところがある

日、三びきは、体が弱っていたおばあちゃんが死

『 天地明察 』 冲方
うぶかた

 丁
とう

〳著  

角川書店   Fウブ  

 

－３－ 

『 永遠の０ 』   百田
ひゃくた

 尚樹
な お き

〳著 

講談社文庫    FB/F ヒヤ  

す
る
と
「
明
察
」
と
書
き
入
れ
る
算

額
奉
納
が
流
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

彼
は
若
く
し
て
将
軍
家
お
抱
え
の

碁
打
ち
衆
で
し
た
が
、
こ
の
算
額
奉

納
に
熱
中
し
て
い
て
、
ひ
ま
を
見
つ

け
て
は
神
社
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
算
術
に
対
す
る
才
覚
を
、
幕
府

の
執
政
者
達
に
認
め
ら
れ
、
大
役
を

任
さ
れ
た
の
で
す
。
好
き
で
や
っ
て

い
た
こ
と
で
、
ま
る
で
関
係
が
な
い

よ
う
に
思
え
る
こ
と
が
天
の
動
き
を

的
確
に
捉
え
る
こ
と
に
役
立
ち
、「
天

地
明
察
」
と
な
っ
た
の
で
す
。 

こ
の
こ
と
は
、
初
め
て
日
本
地
図

を
編
纂
し
た
伊
能
忠
敬
に
も
言
え
、

地
球
の
径
を
知
る
た
め
北
極
星
を
測

量
し
て
日
本
各
地
を
歩
き
、
あ
の
偉

業
を
達
成
し
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
大
任
を
任
せ
た
封
建
的

で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
執
政
者
達

の
柔
軟
な
考
え
方
も
意
外
で
し
た

し
、
何
よ
り
学
術
に
専
心
す
る
人
達

の
開
明
で
熱
心
な
志
に
共
感
を
覚

え
、
江
戸
文
化
の
懐
の
深
さ
を
感
じ

ま
し
た
。 
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姉
が
、「
愛
す
る
妻
と
子
の
為
に
必
ず

生
き
て
帰
る
」
と
誓
っ
て
出
征
し
た

祖
父
が
何
故
、
特
攻
隊
員
と
し
て
南

の
島
に
散
っ
て
逝
っ
た
か
、
生
き
残

り
の
隊
員
を
訪
ね
て
ひ
も
解
い
て
行

く
物
語
で
あ
る
。 

死
が
日
常
の
戦
場
に
あ
っ
て
生
き

残
る
た
め
に
戦
い
続
け
る
祖
父
、
宮

部
久
蔵
は
、
同
僚
に
臆
病
者
と
さ
げ

す
ま
れ
な
が
ら
も
、
特
攻
志
願
兵
の

訓
練
と
特
攻
に
向
か
う
彼
ら
の
援
護

飛
行
だ
け
を
繰
り
返
し
て
い
た
が
、

終
戦
直
前
に
自
ら
志
願
し
て
南
の
海

へ
死
出
の
旅
に
飛
び
立
つ
の
で
あ

る
。「
特
攻
隊
員
の
中
に
は
、
隊
員
に

選
ば
れ
て
取
り
乱
す
よ
う
な
男
は
一

人
も
い
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
出

撃
に
際
し
て
泣
き
わ
め
く
よ
う
な
男

も
い
な
か
っ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
、

出
撃
の
前
に
笑
顔
さ
え
浮
か
べ
る
者

も
い
た
。
や
せ
我
慢
な
ど
で
は
な
い
。

す
で
に
心
が
澄
み
切
っ
て
い
た
の

だ
。」
と
文
中
に
語
ら
れ
た
若
者
た
ち

の
心
が
、
平
和
会
館
の
遺
書
の
前
で

あ
ふ
れ
る
涙
を
拭
い
も
せ
ず
に
泣
い

て
い
た
、
女
の
人
の
心
を
打
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。 

竹
山 

保
男 

んでいることに気付きます。三びきは悲しみながら

も、力を合わせておばあちゃんを葬るのでした。 

易しい言葉を使った短い物語ですが、年をとれば

誰でも死ぬ、死ぬということはどういうことなの

か、深く考えさせられます。「年よりと若者、若者

と年より。互いに与えあって生きていく。」訳者あ

とがきにある、スティーブンズさんの言葉は、死生

観の薄れた現代に生きる私たちの心に響きます。 

原田 史子 

 



午後1時以降は、朝すでに10冊譲り受けた方でも、再入

場し、好きなだけ本を持ち帰ることができます。 

 

午後1時以降の入場について 

 

 

図書館でのつとめを終えた本や雑誌をお譲りします。みなさまの本棚で第二の人生を。 

第２回 平成26年11月2日（日）午前９時３０分～午後2時  

第３回 平成27年2月7日（土）午前９時３０分～午後3時    

場所   サラダホール2階 視聴覚室 

持ち物   図書貸出券・ボールペン・袋 

入場方法  図書貸出券をご提示ください。 

冊数    本は10冊まで。 

雑誌は一部を除き無制限。 

（雑誌は第3回のみ） 

 

 

 

 

図書館 25周年・誕生日イベント11月３日 は 

図書館に行こう！  

秋の工作教室   
どんぐりやまつぼっくりで何ができるかな? 

11月3日（月・祝） 午後1時30分～3時 

場所：サラダホール2階 視聴覚室 

定員：本市在住の小学生・先着30人 

申し込みは、10月18日(土)から図書館で 

協催：自然と本の会 

おはなしかいスペシャル 

11月3日（月・祝） 午前11時～11時45分 

場所：おはなしのへや 

内容：マジック・おおがたかみしばい・ 

えまきペープサート ほか 

協力：南海奇術クラブ・坪田冬至子さん（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ） 

 

 

書庫開放デー 
11月3日（月・祝） 

午後2時～4時30分 

場所：サラダホール3階書庫 

内容：普段は立ち入ることの 

できない書庫を開放 

します。 

 

年に一度、書庫の本を直接選んで

借りることができる、 

貴重な機会です。 

 

 

平成 25年度

第 2回 

平成 25年度第２回 

本のリサイクル 

2月は雑誌が出ます。年に1度のお楽

しみ。 

雑誌のバックナンバーが欲しい方は、

この機会をお見逃しなく！  

―4― 


